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|町の動き 1(11月1日現在)

・人 口 10.636人(+16人)

-男子

・女子

-世帯数

一1

5.021人 (+6人)

5.615人(+10人)

3.393戸 (+12戸)

( )内前月比
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平成5年度上半期 (4月1日--9月30日)

町の台所のようす
引続き安定した財政運営

< . 

町
の
台
所
の
様
子
は
、
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関

す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
平
成
五
年
度
上

半
期
(
四
月

1
九
月
)
の
財
政
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

九
月
三
十
日
現
在
の

一
般
会
計

の
予
算
の
総
額
は
、
四
十
五
億
八

千
百
十
三
万
八
千
円
で
、
収
入
総

額
は
二
十

一
億
四
千
八
百
七
十
一

万
円
と
な
り
、
収
入
割
合
は
四
十

六

・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ

れ
を
前
年
同

期
と
比
較
す
る
と
、

収
入
済
額

一
億
三
一

千
百
二
十
二
万
八

千
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
支
出
済

額
は
、
十
二
億
六

百
三
十
二
万

一
千

円
と
な
り
、
支
出

割
合
は
二
十
六
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
前
年
同

期
と
比
較
す
る
と

支
出
済
額
六
千
二

十
七
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

は
、
事
業
認
可
等

万 残をいの
9月末現在(単位.千円、%)九高維も関

千 は持の係
円、しので
と九て、咋
な億お安年
つ四り定よ
て千上しり
い 二 半た執
ま百期財行
す三の政率
。十収運は
八支営低

特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、

一
般

会
計
と
同
様
、
前
年
度
に
引
き
続

き
安
定
し
た
財
政
運
営
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一2

一般会計科目別予算執行状況(歳入)
歳入 区分 予算現額 構成比 収入漬額 収入割合|

IIIJ 平話 947，347 20，7 538，939 

3645bC 625q081 l 1 1 
地 方 譲 コ十ア 税 75，000 1.6 22，524 

利子制交付金 16，000 0.3 10，683 

ゴルフ場利用税交付金 24，000 0.5 10，195 

自動車取得税交付金 30，000 0.6 11 ，446 38.2 

t虫 Jj ヮ入'": {寸 平話 1，350，000 29.5 1，094，554 81.1 

交通安全対策特別交付金 2，500 0.1 1，491 59.6 

分担金及び負担金 86，472 1.9 20，146 23.3 

使用料及び手数料 62，484 1.4 30，628 49.0 

国 庫 支 tl:¥ 金 270，938 5.9 42，927 15.2 
県 支 iH 金 542，105 11.9 33，620 6.3 

財 !窒 収 入 65，977 1.4 18，730 28.4 

寄 付 金 30，907 0.7 8，416 27.2 
五桑 入 金 458，384 10.0 。 0.0 

繰 越 金 260，688 5.7 275，897 105.8 

i者 収 入 56，336 1.2 16，314 29.0 

トIIlJ {長 302，000 6.6 12，200 4.0 

歳 入 dzEョh 言十 4，581，138 100.0 2，148，710 46.9 



一般会計科目別予算執行状況(歳出)
9月末現在(単位.千円、%)

-. 

歳 出 区分 予算現額 構成比 支出済額 収入割合 i
議 JZL Z 費 77，486 1.7 39，121 

来志 手芸 費 684，650 14.9 198，145 28.9 

民 生 費 550，184 12.0 258，078 46.9 

衛 生 費 513，582 11.2 114，310 22.3 

農林水産 業費 657，929 14.4 164，146 24.9 I 

商 工 費 182，265 4.0 4，159 2.3 

士 木 資 620，184 13.5 40，972 6.6 

消 防 費 164，642 3.6 63，077 38.3 

孝文 育 費 645，244 14.1 159，776 24.8 

災 堂tコさ f夏 !日 費 47，959 1.0 3，511 7.3 

，λ」L、 債 費 315，998 6.9 160，526 50.8 

2者 )iι A 日1 5It 112，431 2.5 500 0.4 

予 f務 費 8，584 0.2 O 0.0 

歳 出 A 言十 4，581，138 100.0 1，206，321 26.3 Eコ

状況
9月末現在(単位.千円、%)

区 分 現在高 織成比

一般会計 2，311，666 88.3 

簡易水道 307，530 11. 7 

.6. 言十 2，619，196 100.0 Cコ

の町債
hv安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す

る
た
め
、
第
五
水
源
に
緩
速
ろ

過
池
を
設
置

計予算執 行 状 況ム一
A特別

9月現在(単位:千円、%)

合計区分 予算現額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

国民健康保険 661，083 262，700 39.7 214，949 32.5 

老 人 {果 健 909，845 403，306 44.3 397，016 

f，fi 匁日主Y 道 381，692 125，215 32.8 125，189 

刑
務
所
作
業
製
昂

展
示
即
売
会
開
催

の
ご
案
内

全
国
の
刑
務
所
で
は
、
社
会

復
帰
を
目
指
し
て
各
種
の
作
業

に
励
ん
で
い
る
数
多
く
の
人
々

が
い
ま
す
。

こ
う
し
た
作
業
の
成
果
で
あ

る
刑
務
所
作
業
製
品
を
一
般
社

会
の
人
々
に
広
く
紹
介
し
、
矯

正
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
を
得

る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
刑
務

所
作
業
製
品
展
示
即
売
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

← 3 

日

時平
成
五
年
十
二
月
十
二
日
間

午
前
九
時
1
午
後
三
時

場

所松
山
刑
務
所

重
信
町
大
字
見
奈
良

宮
六
四
1

三
三
五
五

出
品
作
品

各
種
タ
ン
ス
・
食
器
棚
等
の

木
工
家
具
、
藤
製
品
、
紳
士
靴
、

漆
器
類
、
石
鹸
、
味
噌
、
醤
油
、

そ
の
他
小
物
類
等
多
数



地
球
と
手
に
や
さ
し
い

廃
油
石
け
ん
作
り

(
そ
の
一
一)

先
月
号
で
石
け
ん
作
り
を
紹
介

致
し
ま
し
た
。
あ
の
石
け
ん
は
、

台
所
用
食
器
洗
い
の
石
け
ん
で
す
。

も
う
十
五
年
も
前
に
な
り
ま
し

ょ
う
か
。
ス
ー
パ
ー
で
台
所
用
合

成
洗
剤
を
格
安
で
売
っ
て
い
る
日

で
し
た
。
私
が
喜
ん
で
ス
ー
パ
ー

の
カ
ゴ
ヘ
入
れ
よ
う
と
す
る
と
、

「
合
成
洗
剤
は
買
っ
た
ら
駄
目
、

水
が
汚
染
す
る
か
ら
・
:
。
こ
の
台

所
用
石
け
ん
を
使
い
な
さ
い
」
と

職
場
の
同
僚
に
強
く
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
。

「
石
け
ん
の
方
が
、
ず
っ
と
値
段

が
古
同
い
の
に
・:」

と
少
々
不
満
で
し
た
が
・
:
。
以
来

、
ず
っ
と
市
販
の
台
所
用
石
け
ん
で

食
器
を
洗
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
昨
年
よ
り
、
こ
の
廃
油
石
け
ん

を
使
っ
て
い
ま
す
。
使
い
心
地
は

市
販
の
石
け
ん
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
お
人
は
、

「
今
ま
で
は
、
台
所
用
合
成
洗
剤

を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
子
、
が

し
び
れ
て
き
て
、
お
皿
や
お
茶

わ
ん
を
よ
く
取
り
落
と
し
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
廃

油
石
け
ん
を
使
う
よ
う
に
な
っ

て
手
の
し
び
れ
が
無
く
な
り
、

お
皿
や
お
茶
わ
ん
が
落
ち
て
割

れ
な
く
な
り
ま
し
た
」

と
、
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

元
気
な
人
に
は
、
そ
れ
程
に
感

じ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
事
か
ら
も
、
手
に
も
地
球
に
も

良
い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
二
月
よ
り
毎
月
、

月
末
の
日
曜
日
、
四
時
か
ら
五
時

半
ま
で
の
問
、
中
央
公
民
館
二
階

の
婦
人
会
室
に
居
ま
す
か
ら
、
来

て
下
さ
い
。
ど
な
た
に
で
も
こ
の

石
け
ん
を
差
し
上
げ
ま
す
。
た
だ

し
材
料
代
等
、
少
々
項
き
ま
す
。

沢
山
の
方
が
、
こ
の
石
け
ん
を

使
っ
て
下
さ
る
事
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
雑
排
水
を

工
夫
し
て
、
水
を
汚
さ
な
い
よ
う

に
致
し
ま
し
ょ
う
よ
。

私
も
、
お
米
の
と
ぎ
汁
は
草
花

に
撒
き
、
牛
乳
び
ん
を
す
す
い
だ

白
い
水
は
、
草
花
や
野
菜
に
か
け

て
消
毒
用
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

霧
吹
き
で
か
け
る
と
、
一
層
よ
い

そ
う
で
す
。
ま
た
食
器
の
油
汚
れ

は
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
う
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

ひ
と
り

一
人
が
、
小
さ
い
事
か

ら
心
掛
け
実
行
し
て
、
緑
と
川
の

流
れ
の
き
れ
い
な
川
内
町
に
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
美
し
い

環
境
と
地
球
を
次
の
子
供
達
へ
残

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

愛
の
タ
オ
ル
一
枚
運
動

愛
の
タ
オ
ル
が

一
四
六
六
枚

集
ま
り
ま
し
た
。
十
二
月
に
は

こ
の
真
心
を
施
設
へ
届
け
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

お
正
月
料
理
講
習

(
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
)

十
二
月
十
七
日
幽

一
時
よ
り

今
年
は
桜
学
級
と
合
流
し
ま
す
。

学
級
生
以
外
で
希
望
さ
れ
る
方

は
十
二
月
九
日
ま
で
に
、
中
央

公
民
館
の
今
井
さ
ん
ま
で
電
話

で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

(材
料
代
千
円
を
当
日
、
集
金

さ
せ
て
項
き
ま
す
)

失
敗
は
が
き
を
集
め
ま
す

毎
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
年
も
年
賀
は
が
き
の

シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
書

き
損
じ
た
は
が
き
や
、
出
し
そ

び
れ
た
年
賀
は
が
き
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
一
枚
で
も
二
枚
で
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
を
入
っ
た
正
面

へ

「失
敗
は
が
き
入
れ
」
の
ポ

ス
ト
を
置
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

十
二
月
始
め
よ
り
一
月
末
ま
で

置
き
ま
す
。
そ
の
ポ
ス
ト
ヘ
入

れ
て
下
さ
い
。
こ
の
は
が
き
の

代
金
は
、
今
年
も
川
内
町
社
会

福
祉
協
議
会
ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

贈
ら
せ
て
項
き
ま
す
。

川

内

町

婦

人

会

|

~ 4 一

突
通
事
故

無
料
相
談

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
で
は
、
交
通
事
故
で

お
困
り
の
方
の
た
め
に
、
無
料

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
被

害
者
、

加
害
者
、
ど
ち
ら
の
場

合
も
遠
慮
な
く
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

相
談
日
月
曜
か
ら
金
曜
日

午
前
九
時
半

1
午
後
四
時
半

。
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な

っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

弁
護
士
相
談
日
毎
週
木
曜
日

午
後
一
時

1
午
後
四
時

。
電
話
で
の
ご
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
包
囲
五
1
二
三
三
五

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

松
山
市
花
園
町

一

三

松
山
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー



己記
川
内
町
読
書
活
動

研
究
集
会

十
月
三
十
一
日
、
中
央
公
民
館

で
平
成
五
年
度
川
内
町
読
書
活
動

研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の

読
書
愛
好
家
や
読
書
グ
ル
ー
プ
会

員
等
約
五
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
集
会
は
、
地
域
や
家

庭
に
お
け
る
日
常
生
活
の
中
で
読

書
活
動
を
通
し
て
、
よ
り
豊
か
な

心
情
と
温
か
く
潤
い
の
あ
る
生
活

を
創
造
す
る
た
め
の
生
涯
読
書
の

推
進
を
目
指
し
て
聞
か
れ
た
も
の

で
す
。読

書
感
想
文
入
選
者
の
表
彰
な

ら
び
に
入
選
作
品
の
朗
読
v

総
評

の
後
、
愛
媛
県
立
図
書
館
普
及
係

長
の
藤
内
一
光
氏
に
よ
り
「
読
書

は
一
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
」
と
題

し
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た

読
書
は
関
連
し
て
読
む
こ
と
が

大
事
で
あ
る
こ
と
、
日
本
語
は
意

味
が
深
く
難
し
い
反
面
、
俳
句
に

み
る
十
七
文
字
の
世
界
や
川
柳
・

短
歌
・
詩
な
ど
に
み
ら
れ
る
言
葉

の
深
さ
・
お
も
し
ろ
さ
な
ど
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

読
書
感
想
文
入
選
者
は
、

と
お
り
で
す
。

次
の

〈
入
選
〉

O
小
学
校
低
学
年
の
部

〈
敬
称
略
〉

「
た
い
よ
う

つ
日三き
上津・
小山ほ
Z 玲 し
ょ平ニ =エ1 L一一
、L ロJ

「
あ
さ
が
お
」

伊

藤

愛

(
西
谷
小
一
年
)

「フ

7

1
ブ
ル

こ
ん
ち
ゅ
う
記
」

瀧

田

期

子

(
川
上
小
三
年
)

O
小
学
校
高
学
年
の
部

O
中
学
校
の
部

「
一
つ
の
花
」

大

石

綾

(
東
谷
小
四
年
)

「
わ
た
し
た
ち
の

水
が
あ
ぶ
な
い
」

高
須
賀
勝
朗

(
川
上
小
五
年
)

「
に
じ
色
の

ガ
ラ
ス
び
ん
」

菅

野

芳

美

(
川
上
小
六
年
)

「銀
河
鉄
道
の
夜
」

萩

原

朋

子

(
川
内
中
二
年
)

「
モ
モ
」

高
須
賀
理
恵

(
川
内
中
二
年
)

一一寸

|夏
E子の

日後え庭
内藤日
中出

三 順含
空子|

L一一

O

一
般
の
部

「
寂
聴
愛
の
た
よ
り
」

「
生
死
長
夜
」

「
愛
と
祈
り
を
」

田

中

照

子

(日
一之
上
)

〈
佳
作
〉

東

谷

小

一

年

佐

伯

美

川

上

小

二

年

別

宮

慧

西

谷

小

三

年

北

候

平

一

川

上

小

四

年

池

川

民

西

谷

小

五

年

菅

野

代

東

谷

小

六

年

門

因

子

川
内
中
二
年

渡

部

衣

川

内

中

三

年

菊

池

子

一

川

内

中

三

年

上

松

俊

一

一

般

(

横

酋

地

)

佐

藤

子

。

(

上

海

上

)

樋

口

幹

が

〈
応
募
総
数
三
十
九
点
〉

真文 政妙真繭佳泰 一

〈
審
査
を
終
え
て
V

審
査
委
員
代
表

川
上
小
学
校
教
諭
東
村
メ
グ
ミ

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
中
、
読
書
の

魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
多
数
の
感
想

文
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
小
学
校
低
学
年
の
作
品

に
は
、
自
然
界
の
不
思
議
に
目
を

向
け
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
秘
密

を
知
っ
た
驚
き
の
気
持
ち
を
自
分

の
体
験
と
合
わ
せ
な
が
ら
、
素
直

な
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

-て
い
ま
し
た
。

高
学
年
に
な
る
と
、
主
人
公
の

生
き
方
や
作
品
の
主
題
を
自
分
の

こ
と
と
し
て
受
け
止
め
、
生
活
に

生
か
そ
う
と
す
る
前
向
き
な
読
書

活
動
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
学
生
に
な
る
と
、

作
者
の
意
図
を
敏
感
に
読
み
取
り

自
問
自
答
す
る
中
で
、
白
分
を
見

つ
め
、
高
め
る
読
書
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
生
き
る
支
え
と
し
て
、

読
む
こ
と
書
く
こ
と
を
続
け
て
お

ら
れ
る

一
般
の
部
の
田
中
さ
ん
の

文
章
か
ら
は
、
生
き
様
を
感
じ
、

心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

今
日
、
第
三
の
活
字
文
化
に
よ

る
生
活
の
変
化
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
は
、
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
興
味
・
関
心
に
点
火

し
燃
え
上
が
ら
せ
る
本
に
め
ぐ
り

あ
わ
せ
て
い
っ
た
時
、
本
を
読
む

子
、
学
び
が
喜
び
と
な
る
子
に
匙

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
本
と
の
め
ぐ
り
あ

い
を
広
げ
、
人
聞
が
人
間
ら
し
く

あ
る
た
め
に
、
生
涯
を
通
し
て
、

「
読
む
」
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
、
心
豊
か
に
生
き
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
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力メ5
レポ'-}、

叩
/
円
滑
川
た
め
と
も
祭
り
は
、
紅
葉
し
は
じ
め
た
美

し
い
風
土
の
滑
川
地
区
で
あ
め
の
魚
の
つ
か
み
取
り
、

弓
道
の
試
射
、
川
中
太
鼓
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
美
を

と
も
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
と
食
欲
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。

川
/
行
川
内
保
育
園
運
動
会

4
お
母
さ
ん
と
一

緒
で
い
い
で
す
ね
。

2 . 

叩
/
げ
川
上
幼
稚
園
運
動
会

三世代ク口ッケ一大会結果

町東Aチーム

町西Cチーム

町西Aチーム

0優勝

O準優勝

位

第 4回

μ

J
e
r
 

m
/刊
川
西
(
〈
口
小
学
校
四
・
五
・
六
年
生
は

緑
の
少
年
隊
と
し
て
炭
焼
の
体
験
学

習
を
し
ま
し
た
。

03 

45チーム250人が参加しました O

かわいい応援の声も上がり、和やかな

プレでした。

10/24 

問
/
お
東
日
目
口

・
西
谷
幼
稚
園
で
は
交
流

体
験
学
習
で
北
方
の
芋
畑
で
芋
掘
り

し
ま
し
た
。
大
き
い
の
が
出
ま
し
た

ね。

A 雨にも負けず頑張ってます。

~6 ~ 

-
7
M
l
 

m/引
婦
人
会
は
自
然
を
{
寸
る
た
め
ゴ

ミ
を
減
す
を
モ
ッ
ト
ー
に
有
資
源
回

収
で
再
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

n
J
3
わ
が
ふ
る
さ
と
探
訪
で
文
化
財
・

史
跡
め
ぐ
り
が
あ
り
、
町
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
長
・
酒
井
先
生
の
案

内
で
文
化
財
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。/

 



第
五
回

白
猪
の
滝
ま
つ
り

文
化
の
日
の
十
一
月
三
日

H

第

五
回
白
猪
の
滝
ま
つ
り
H

が
あ
り

±
小
?
し
ょ
~
。

秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
紅

葉
狩
り
と
、
九
十
六
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
か
ら
流
れ
落
ち
る
雄
大
な
滝
を

満
喫
し
た
後
、
会
場
で
は
お
む
す

び
と
お
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
、
正
午
と
午
後
二
時
三
十
分
の

二
回
も
ち
ま
き
も
あ
り
、
二
千
人
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

帰
り
に
は
、
会
場
の
抽
選
で
当

た
っ
た
景
品
や
町
内
で
収
穫
し
た

野
菜
を
買
い
、
お
も
ち
も
持
っ
て

お
み
や
げ
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
帰
っ

て
い
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
白
猪
の
滝
ま
つ
り
は
人
気

が
あ
り
、
東
は
伊
予
三
島
市
、
西

は
内
子
町
と
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し

て
未
ら
れ
ま
す
。

十
一
月
二
日
、
第

一
回
高
齢
者

大
運
動
会
が
ふ
れ
あ
い
広
場
で
あ

り
、
わ
年
寄
り
三
百
三
十
人
が
参

加
し
て
親
ぼ
く
を
深
め
ま
し
た
。

会
場
は
十
五
地
区
対
抗
で
元
気

い
っ
ぱ
い
、
ハ
ツ
ラ
ツ
、
和
や
か
、

ド
キ
ド
キ
、
珍
プ
レ
ー
あ
り
、
皆

さ
ん
真
剣
な
表
情
で
競
い
合
い
年

齢
を
忘
れ
て
の
大
ハ
ッ
ス
ル
、
楽

し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

H

玉
入
れ
μ

皆
さ
ん
真
剣
で
す
V

4

司
胸
を
は
っ
て
堂
々
の
行
進
で
す

3 、-M 
.1. 

け
/
4
東
ハ
〈
口
小
学
校
は
お
年
寄
り
と

ふ
れ
あ
う
会
で
お
年
寄
り
と
協
力

し
な
が
ら
活
動
し
て
親
睦
を
深
め

宇
か

!υι
」

0

-a『

十

一
月
六
日
、
ヤ
ン

・
ホ
ラ
ー

ク

&
三
津
山
和
代
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ

サ
イ
タ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

初
の
生
の
音
楽
に
ふ
れ
感
動
さ

れ
た
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
次

は
そ
の
中
の
一
人
の
言
葉
で
す
。

川
内
で
こ
ん
な
ス
テ
キ
な
音
楽

が
聞
け
る
な
ん
て
夢
の
よ
う
で
す
。

芸
術
家
と
は
、
自
分
の
工
、
不
ル

ギ
ー
を
出
し
き
る
こ
と
の
出
来
る

す
ば
ら
し
い
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
聞
く
人
に
感
動
を
あ
た

え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

聞
い
て
い
る
人
の
心
が
洗
わ
れ

る
よ
う
な
:
:
:
そ
ん
な
ス
テ
キ
な

リ
サ
イ
タ
ル
で
し
た
。

-7-



ふ
れ
あ
い

わfチ家①愛ド/ι
満 1j歳を迎えられる赤ちゃんの

写真とコメン卜を募集します。

コメントには名前・住所-生年月日-

両親の名前-赤ちゃんを紹介する

簡単な言葉をそえて誕生日の前月末

までに役場広報係まで送ってTさい。

よげ
いん
子き
にな

忌
10/10地方祭の目、滑川地区ではふれあいミ二運動会

があり、 120名が参加して楽しい 1日でした。

-t-pi
 

』
V

お
父
さ
ん
だ
い
じ
よ
う
ぶ

で
す
か
。

写
真

・
滑
川
地
区

叩
/
辺
保
育
園
児
と
幼
稚
園
児
が
小

学
校
に
入
学
し
て
か
ら
仲
よ
く
す

る
た
め
交
流
し
ま
し
た
。

ーなる真
赤

Er 
言ふ

4

司
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
よ

う
頑
張
っ
て
ま
す
。

盆~
刀て

芸術 ・文化の祭典にふさわしい催物のほかに

今年は新たに川内町在住芸術家展やとべ動物

園より移動動物園としてかわいい動物たちが

来て、小さい子供からお年寄りまで楽しく過

ごしました。

T 

文 化

11/12----14 

第20回
十
月
二
十
八
日
、
民
生
委
員

・
児
童

委
員
ど
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
福

祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
を
県

知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
た
原
沖

・
高
須

賀
英
隆
さ
ん
。

8 

ー‘
意
或
ど
噌
明
荻
ど
的
時
nパ
吋
い

rド
ラ
マ
E

け
/
日
内
藤
国
雄
さ
ん
の
人
生
勝
負

の
勝
ち
方
か
ら
将
棋
と
歌
と
酒
の

半
生
の
講
演
で
し
た
。

職
場
対
抗
歌
合
戦

皆
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
ま
し
た
。



. . 

児
童
扶
養
手
当
の

の
受
給
を

次
の
い
ず
れ
か
の
児
童
を
監
護
一

一
し
て
い
る
母
、
も
し
く
は
、
母
が

一

一
監
護
し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
一

平
均
寿
命
の
伸
長
と
出
生
率
の

一
児
童
を
養
育
し
て
い
る
養
育
者
に

一

低
下
に
よ
り
、
人
口
の
高
齢
化
が
一
対
し
て
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。一

進
み
超
高
齢
社
会
が
到
来
す
る
と
一
(
た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
一

予

測

さ

れ

ま

す

。

一

の

年

金

を

受

け

て

い

る

人

は

除

き

一

人
は
高
齢
に
な
っ
て
も
、
身
体
一
ま
す
。
)

が
不
全
で
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
一
①
母
が
離
婚
，
②
父
が
死
亡

地
域
で
、
住
み
慣
れ
た
我
が
家
一
③
父
が
障
害
④
父
が
生
死
不
明
一

で
、
暖
か
い
家
族
の
中
で
、
地
域
一
⑤
父
が
一
年
以
上
遺
棄

の
中
で
日
常
を
送
り
た
い
と
願
う
一
⑥
父
が
一
年
以
上
拘
禁

は

ず

で

す

。

一

⑦

未

婚

の

母

の

子

町
内
の
独
居
老
人
(
七
十
歳
以
一
③
⑦
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
一

上
)
・
寝
た
き
り
老
人
(
七
十
歳
以
一

、
で
な
い
児
童

上
)
・
母
子
家
庭
(就
学
前
の
子
供
一
一
〉
受
給
手
続

の
い
る
母
子
家
庭
)
・
身
体
障
害
者
一
手
当
の
受
給
は
、
申
請
主
義
を
一

(
障
害
一

級
)
・
生
活
保
護
世
帯
・
一
取
っ
て
お
り
、
手
当
を
受
け
よ
う
一

長
期
入
院
患
者
(
三
カ
月
以
上
人

一
と
す
る
方
は
、
町
役
場
の
窓
口
へ
一

院
者
)
の
方
々
が
、
よ
り
暖
か
い
一

-
わ
た
ず
ね
下
さ
い
。
必
要
書
類
を
一

歳
末
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
一
お
渡
し
致
し
ま
す
。

「
川
内
町
婦
人
会
」
に
ご
尽
力
を
一
一
〉
請
願
期
限

お
願
い
し
て
、
歳
末
た
す
け
あ
い
一
昭
和
六
十
年
八
月

一
日
以
降
に
一

募
金
を
今
月
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
一
①

1
③
の
条
件
を
満
た
し
た
人
に
一

住
民
の
皆
様
の
心
か
ら
な
る
ご
弘
一

-
一
つ
い
て
は
、
条
件
を
満
た
し
て
か
一

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
ら
五
年
間
が
経
過
す
る
と
手
当
の

一

一
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
所

生
き
て
い
れ
ば
誰
し
も
悩
み
は

あ
り
ま
す
。

大
小
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
あ
る
は

ず
で
す
。
そ
の
悩
み
が
自
分
一
人

で
抱
え
き
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、

心
配
に
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
親

し
い
誰
か
に
相
談
す
る
で
し
ょ
う
。

自
分
の
回
り
を
見
て
下
さ
い
。

誰
も
い
な
い
と
言
う
方
、
本
当

に
い
ま
せ
ん
か
。
ほ
ら
、
い
る
で

?
し
レ
ム
炉
ト
「
ノ
。

川
内
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
心
配
ご
と
相
談
所
で
す

親
身
に
な
っ
て
、
解
決
策
を
考

え
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
さ
ん

の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。
安
心
し
て
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

O
開
設
日

毎
月
第
二
・
第
四
月
曜
日

0
時

間午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

O
場

所川
内
町
福
祉
館
会
議
室

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

に
ご
協
力
を
!

サ
ー
ク
ル
紹
介

子
編
・
手
芸
教
室

街
の
シ
ョ

ー
ウ
イ
ン
ド
ー
を

覗
い
て
み
る
と
色
と
り
ど
り
の

セ
ー
タ
ー
や
、
手
芸
品
が
目
に

つ
き
ま
す
。
多
く
の
物
が
機
械

織
り
で
す
。

止
日
は
、
母
親
が
一
寸
の
時
間

を
利
用
し
て
、

子
供
達
に
夫
に

家
族
に
と
心
を
こ
め
て
暖
っ
た

か
い
作
品
を
一
針
一
針
真
心
を

こ
め
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

A
7
は

H

個
性
の
時
代
μ

自
分

あ
怠
だ
ち
あ
っ
定
品
川
い

手
作
り
作
品
き
作
つ
で

み
ま
せ
ん
汁

に
し
か
な
い
作
品
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
・・
・・・・。

私
達
の
教
室
は
、
午
前
中
の

手
編
み
教
室
(
曜
日
・
第
て

第
三
木
曜
日

・
時
間

午

前

九

時
三
十
分
1
十
二
時
)
と
夜
の

手
芸
教
室
(
曜
日
・
第

一
、
第

三
木
躍
日

・
時

間

午

後

八

時

l
十
時
)
と
が
あ
り
、
教
え
て

下
さ
っ
て
い
る
先
生
は
、
渡
部

春
美
先
生
で
す
。
先
生
は
、
豊

富
な
知
識
を
も
っ
て
新
し
い
も

の
を
次
々
と
教
え
て
下
さ
り
、

と
て
も
楽
し
く
家
庭
的
ぬ
く
も

り
が
あ
る
教
室
で
す
。

あ
な
た
も
入
会
し
て
良
か
っ

た
と
言
え
る
こ
と
請
け
合
い
ま

す
。
「
ま
よ
わ
ず
」
入
会
を
お

待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
。

手

芸

教

室

桑

原

聡

宮
六
六

三
七
八
二

手
編
み
教
室

二
神
キ
シ
子

宮
六
六
|
二

O
六
二

川
内
町
文
化
協
会
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あなだはエイズを
どれだけ知ってますか?

エ
イ
ズ

(
A
I
D
S
)
は
、
日

本
語
で
「
後
天
性
免
疫
不
全
症
候

群
」
と
い
い
、
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス

(
H
I
V
)
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
病
気
で
す
。

具
体
的
に
は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
原
因
で
、
も
と
も
と

健
康
な
人
に
備
わ
っ
て
い
る
免
疫

が
働
か
な
く
な
っ
て
そ
の
結
果
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま

す。

世界ではじめてエイズ患者が報告され

たのは1981年です。

WHO(世界保健機関)の予測によれば

今世紀中に世界のエイズ感染者は最大 4

千万人に達すると見ています。

米国やタイでは対策が遅れたため、爆

発感染がおきています。

エイズは新しい病気で有効な治療方法

が見つかっていない恐ろしい病気です。

しかし、正しい知識を持つことで感染を

防げます。その正体を知ることが身を守

る第一歩です。

エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
血
液
、

精
液
、
臆
分
泌
液
中
に
多
く
存
在

し
ま
す
。

感
染
経
路
と
し
て
は
、
付
性
行

為
感
染
口
血
液
媒
介
感
染

臼

母
子
感
染
の
三
種
類
の
経
路
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

付
性
行
為
感
染

セ
ッ
ク
ス
に
よ
る
感
染
が
今

一

番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

男
性
の
精
液
や
女
性
の
腫
分
泌
液

な
ど
が
感
染
源
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

口
血
液
媒
介
感
染

感
染
者
の
血
液
や
汚
染
さ
れ
た

血
液
製
剤
の
輸
血
、
ま
た
麻
薬
な

ど
の

H

ま
わ
し
う
ち
μ

に
よ
る
汚

染
注
射
針
の
使
用
な
ど
に
よ
っ
て

感
染
し
ま
す
。

血
液
製
剤
・
輸
血
用
血
液
は
日

本
国
内
で
は
抗
体
の
チ
ェ
ッ
ク
や

加
熱
処
理
に
よ
っ
て
安
全
で
す
。

白
母
子
感
染

エ
イ
ズ
感
染
し
て
い
る
母
親
が

エイズウィルスは感染源が決

まっており、歯科やハリの治療、

理・美学F院などは安全基準に基

づき消毒が徹底されているので

心配はありません。

ハU
2
i
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妊
娠
中
や
出
産
時
に
赤
ち
ゃ
ん
に

感
染
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

確
率
は
三

O
M初
で
す
。

エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て

も
す
ぐ
に
は
発
病
し
ま
せ
ん
。

感
染
し
て
か
ら
発
病
す
る
ま
で

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
平
均
八

i
十
年
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

他
の
人
に
う
っ
す
可
能
性
が
あ
り

注
意
が
必
要
で
す
。

エ
イ
ズ
は
普
通
の
日
常
生
活
で

感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
血
液
、

精
液
、
腫
分
泌
液
に
直
接
触
れ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
予
防
に
な

り
ま
す
。

こ
の
中
で
最
も
感
染
力
の
高
い

の
は
血
液
で
す
が
、
日
本
国
内
の

輸
血
用
血
液
は
抗
体
の
チ
ェ
ッ
ク

や
熱
処
理
で
安
全
に
な
っ
て
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
現
時
点

で
は
、
エ
イ
ズ
は
性
行
為
感
染
症

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
無
防
備
な
性

交
渉
を
避
け
る
こ
と
で
感
染
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④射精後は腔内に漏れな
いように縮小前に抜き、
処理。

⑤コンド ムの再使用は
しなし、。

|科

1， 

防
策
と
い
え
ま
す
。

|円- く |.正しい使用方法

|(笹|
①中身にキズをつけ

ないように取り出

す。

)

一

ナ

性

一

'
¥
ぐ
か
'
一
ト
の
ド

h
邑
，
『
寸
バ
叶
」

一
と
ン
る

・1
-
d
』

/
一
パ
人
コ
す

岡
弘
¥rι
』

i
s一
だ
の
は
周

司

'hBわ
い
け
〉
一
つ
外
際
使

け
円
伊
、
I
1

一
ぎ
以
の
を

き

一

受

ム

@~⑬ 
53歩

と
と
意

人

人

注

の
た
は

数

し

ス

多

ス

ク

定

ク

ツ

特

ツ

セ

る

不

セ

の

す

l
h
t
I
E
一
つ

愉

u
v
m
E

-
q
U
ゾ
弘
、

ar--人
い

・F
1
、

』

一

の
な

a

・
E
凪
戸
川

1
1一
数

し

ー

i
l
l
-
多
ス

園
4ζi 

紅門性3i'など出血

を伴うようなセッ

クスや生理中のセ

ックスをできるだ

けひかえる

ワセリンやオイル

はコンドムをい

ためるので使用し

ない

コンドムは白質

保証されたものを

使用する

「ーーーーーー---- ーーーーーーーー四ーー一一ーーーーーーーーーーーー --ーーーーーーーーー一一一一ーーーーーーーーーー一、

-検査は血液を少しとるだけ・

検査を受ければ
正確に判定でき
る

カ !
月 1
後;

C__  ーーーーーーーーーーーー田ーーーーーーーー ーーーーーーーーーー司『一一ーーーーーーーーーー『 ーーーーーー司ーーーーーー」

検査を受けても

正確に判定でき
ない

機
査
は
保
健
所
で

エ
イ
ズ
の
相
談
・
検
査
は
保
健

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相

談
・
検
査
の
結
果
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

f

、。
:し

エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
か
ど
う
か
の
自
己
判
断
は
不

安
を
か
き
た
て
る
だ
け
で
す
。

ま
ず
、
感
染
の
有
無
を
検
査
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
侵

入
す
る
と
、
そ
れ
と
戦
う
抗
体
が

つ
く
ら
れ
ま
す
が
正
確
に
判
定
で

き
る
の
は
三
カ
月
後
で
す
。

早
く
検
査
し
て
安
心
し
な
い
で

検
査
は
三
カ
月
以
降
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

一

ー

【
相
談
日
時
}

毎
週
水
曜
日
十
三
時

1
十
四
時

【
相
談
場
所
】

松
山
市
北
持
田
町
二
二
二
番
地

松
山
中
央
保
健
所

宮

四

一
ーー一

一
一
一

金

}

無

料

料
た
だ
し
、
十
二
月
一
日
か
ら
一
週

間
は
夜
間
電
話
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)

宮

O
一
二

0
1三
三

O
O
四
二

十
二
月
一
日
は
、
夜
間
血
液
検
査

を
実
施
し
ま
す
。
検
査
時
聞
は
、

十
七
時
か
ら
二
十
時
ま
で
で
す
。



同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ

τ
|教育委員会|

先
月
に
引
き
続
き
川
内
俊
彦
先

生
の
資
料
よ
り
「
難
問
・
奇
問
」

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

「
難
問

・
奇
問
」

「
同
和
」
問
題
は
、
「
人
権
」
問

題
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
「
人
間
の
生
き
方
」
に

関
わ
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

「
人
間
」
問
題
だ
と
言
え
ま
す
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
、
は
ぐ
ら
か

し
た
り
、
混
が
ら
か
す
よ
う
な
話

し
ゃ
、
質
問
攻
め
に
時
と
し
て
出

く
わ
す
と
き
が
あ
る
の
で
す
。
窮

(
キ
ュ

l
)
と
言
わ
さ
れ
る
次
第
で

す。

「
同
和
教
育
は
、
命
(
い
の
ち
)

を
大
切
に
す
る
こ
と
を
根
本
に
す

る
教
育
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
花
や
植
木
の
努
定
や
、
大

根
や
菜
っ
葉
の
間
引
き
ゃ
、
芽
を

摘
ん
だ
り
す
る
の
は
、
同
和
教
育

の
精
神
に
も
と
る
の
と
違
い
ま
す

か
」
な
ど
と
い

h

つ
類
(
た
ぐ
い
)
で

す
。
な
る
ほ
ど
な
あ
、
一
理
あ
る

な
あ
、
と
は
思
い
ま
す
が
、
返
事

に
窮
し
て
し
ま
い
ま
す
。
困
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

人
聞
は
、
通
常
人
間
以
外
の
い

き
と
し
生
け
る
も
の
の
、
命
を
摂

取
し
て
生
き
て
い
る
、
生
き
物
な

の
で
す
か
ら
:
::。

人
間
は
、
動

・
植
物
の
「
食
物

連
鎖
系
統
」
の
最
頂
点
に
立
ち
、

人
間
以
外
の
ガ
い
の
ち
μ

あ
る
動

植
物
を
、
殺
し
て
食
べ
て
生
き
て

い
る
の
が
、
人
間
生
命
の
現
実
で

あ
り
、
厳
粛
な
事
実
な
の
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
厳
し
い
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
、
悲
し
む
べ
き
現
実
と

申
す
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
の

ρ

い
の
ち
μ

は
、

一
切

の
、
い
き
と
し
生
け
る
も
の
の
、

か
い
の
た
〆
に
よ
っ
て
養
わ
れ
て

い
る

J
い
の
ち
U

の
中
の
い
の
ち
、

ρ

い
の
ち
の
結
品
μ

と
も
申
す
べ

き
も
の
だ
と
存
じ
ま
す
。

H

い
の

ち
μ

あ
る
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の

念
、
感
謝
の
念
は
、
こ
の
こ
と
を

直
視
す
る
な
か
か
ら
生
ま
れ
る
も

の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

〔生
か

一

さ
れ

・
生
か
し
・
生
き
て
い
る
〕

…

こ
ん
な
尊
い
ぷ
の
ち
μ

の
主
体

…

が
人
間
で
す
。
〔
い
の
ち
〕
は
絶

一

対
的
に
万
人
平
等
で
す
。
人
種

・
…

民
族

・
国
籍

・
性
別

・
身
分
:
:
:
一

等
々
に
よ
っ
て
、
上
下
、
貴
賎
尊

…

卑
、
浄
棟
、
軽
重
・:
の
差
別
が
あ

…

っ
て
い
い
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

と
こ
ろ
で
、
先
の
質
問
へ
の
答

一

「
そ
れ
は
貴
方
が
散
髪
し
た
り
爪

一

を
切
る
の
と
似
て
い
ま
せ
ん
か
。

一

植
木
の
勢
定
の
事
よ
り
人
間
の
命

一

の
尊
厳
を
自
覚
し
人
間
同
志
の
差

一

別
を
な
く
す
努
力
を
」
と
答
え
て
…

窮
で
し
た
。

一

五

)

一一

一

映

岡

山ト

陸

一

一

一

淑

相

似

閥

一

…

一

L
L
2
2
n
u

冒
r

一

一

14az-
-

-

陶

圃

M

・

r
'
i
、

一

一

レ

四

位

」
一
'

一

テ

和

1

人
一
一

一

罰

5

旅

一

一

一

則

附

則

二

一

司

5

4ZE

二

一
昏

時

不
一
…

一

日

「

二

つム

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

平
成
五
年
度
啓
発
重
点
目
標

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う

ー
世
界
人
権
宣
言
四
十
五
周
年
l

毎
年
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

人
権
週
間
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が

ρ

人
権
μ

と
い
う
も
の
を
再
認

識
し
、
ま
た
、
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
な
い

か
反
省
し
て
み
る
週
間
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
お
互
い
の
立
場
を

尊
重
し
、
自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
心
が

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
人
権
週
間
で
は

「国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を

育
て
よ
う
」

「子
供
の
人
権
を
考
え
よ
う
」
「
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
」

「女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
」
「
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し

よ
う
」
の
五
項
目
を
強
調
事
項
と
し
て
い
ま
す
。

子
供
ら
の
い
じ
め
、
体
罰
の
問
題
、
差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問

題
、
近
所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁

護
委
員
か
法
務
局
ま
た
は
そ
の
支
局
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
か
、
川
内
町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は
、

人
権
擁
護
委
員

高
須
賀
恵
三
郎
(
西
組
)

高

須

賀

鶴

男

(

永

野

)

大

西

良

温

(

吉

久

)

次
の
方
々
で
す
。

合
六
六

|
二
六
六
八

合
六
六
|
三
三
二

0

8
六
六
|
四
四
六
七

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

週
間
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
愛
媛
弁
護
士
会
の
協
力
を
得
て
、

と
お
り
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

次人
の権



-. 

第

日

田

川

内

町

同
和
教
育
研
究
大
会

ぼ
く
の
親
友

し
よ
う
ご
く
ん

)11 

上

字

本空
年

山

哲

ぼ
く
に
は
、
一
年
生
か
ら
、
仲

良
し
の
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
渡

部
し
よ
う
ご
く
ん
で
す
。
ち
ょ
っ

と
ら
ん
ぼ
う
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、

ぼ
く
に
は
い
つ
も
、
た
よ
っ
て
き

ま
す
。
本
当
は
、
と
っ
て
も
や
さ

し
い
性
格
だ
と
思
い
ま
す
。

一
カ
月
ほ
ど
前
に
、
ぼ
く
は
、

い
す
に
足
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
い
、

か
す
り
き
、
ず
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
ぼ
く
が
、
い
た
そ
う
に

し
て
い
た
ら
、

「
哲
っ
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
た
の
、

足
け
が
し
て
い
る
よ
。
ぼ
く
が
、

し
よ
う
ど
く
し
て
あ
げ
る
よ
己

と
、
さ
っ
さ
と
し
よ
う
ど
く
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
の
こ
と
、
い

つ
も
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ

な
あ
と
、
そ
の
時
、
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

し
よ
う
こ
く
ん
は
、
六
月
に
な

っ
て
か
ら
、
ぼ
く
の
苦
手
な
水
泳

歩
む
、

人

権

作

文

也

「哲
っ
ち
ゃ
ん
、
顔
つ
け
や
っ
た

ら
、
平
気
に
な
る
よ
。
が
ん
ば
っ

て
や
っ
て
ご
ら
ん
己

と
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
ま
し

た。
も
ち
ろ
ん
、
二
人
は
、
言
い
た

い
こ
と
も
言
う
か
ら
、
け
ん
か
も

し
ま
す
。
で
も
、
す
ぐ
仲
な
わ
り

も
し
ま
す
。

ぼ
く
は
、
し
よ
う
ご
く
ん
に
、

何
か
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
あ
げ
ま

し
た
。
何
か
わ
す
れ
物
を
し
て
い

る
と
き
は
、
何
で
も
か
し
て
あ
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
勉
強
で
わ
か
ら

な
い
所
が
あ
れ
ば
教
え
て
あ
げ
ま

し
た
。ぼ

く
は
、
時
々
、
テ
レ
ビ
で
、

先
ぱ
い
や
、
友
だ
ち
に
い
じ
め
ら

れ
て
、
な
い
て
い
る
の
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
は
、
本

当
に
つ
ら
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
そ
ん
な
子
は
、
だ
い
た
い

一
①
人
権
に
関
す
る
総
合
電
話
相
談

が
気
が
弱
く
て
な
き
虫
で
す
。
だ

一
日

時

平

成

五

年

十

二
月
二
日
(
木
)

か
ら
、
い
じ
め
っ
子
に
向
か
っ
て

…

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

い

け

な

い

の

で

す

。

一

電

話

番

号

フ

リ

ー

ダ

イ

ヤ

ル

O
一
二

O
l
O
二

五

五

五

O

強
く
な
れ
と
言
わ
れ
で
も
、
人0

.

相
談
内
容
人
権
・
法
律
相
談
(
無
料
、
秘
密
厳
守
)

聞
は
、
急
に
は
強
く
な
れ
ま
せ
ん

一合
担
当
者
人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、
法
務
局
職
員

ぼ
く
も
、
自
分
が
、
す
ぐ
な
い
で
一

し
ま
う
、
な
き
虫
だ
と
い
う
こ
と
一
②
法
務
総
合
相
談
所
、
外
国
人
の
た
め
の
人
権

・
法
律
相
談
所

は
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
し
、
こ

一
日

時

平

成

五

年

十

二

月

七

日

(

火

)

れ
は
、
ぜ
っ
た
い
に
、
な
お
し
た

一

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

い

と

、

い

つ

も

思

っ

て

い

ま

す

。

一

い

よ

て

っ

そ

ご

う

デ

パ

ー

ト

七

階

特

別

室

な
い
て
い
る
時
、

一

人
権
問
題
、
登
記
、
供
託
、
戸
籍
、
相
続
、
遺
言
及
び
外

「
哲
っ
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
て
、

f
d

き

一

国
人
の
た
め
の
人
権
・
法
律
相
談

よ
る
ん
、
あ
れ
く
ら
い
の
こ
と
が

e

(
英
語
、
中
国
語
通
訳
付
)

ま
ん
せ
ん
と
い
か
ん
で
、
男
の
子
一

じ
や
ろ
う
己

一

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、

と
、
お
友
だ
ち
は
、
な
ぐ
さ
め
て
一

く
れ
ま
す
。
本
当
は
、
早
く
な
く

…

の
を
や
め
な
き
晶
子
と
思
っ
て
い
て

一

も
、
つ
い
つ
い
な
み
だ
が
出
て
し

一

ま

う

の

で

す

。

一

で
も
、
こ
の
な
き
虫
病
は
、
三
…

年
生
の
う
ち
に
、
ぜ
っ
た
い
に
た

一

い
じ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

ぼ
く
の
大
好
き
な
し
よ
う
ご
く

一

ん
は
、
あ
ま
り
な
き
ま
せ
ん
。
ゃ
…

っ
ぱ
り
心
が
強
い
ん
だ
と
思
い
ま

す。
国
語
の
時
間
で
「
つ
り
橋
わ
た

れ
』
の
勉
強
を
し
て
い
る
時
、
卜

ッ
ゴ
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
を
よ
く
つ

か
ん
で
、
元
気
よ
く
発
表
し
て
い

ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
し
よ
う
ご
く
ん
が
あ

ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
か

場

所

相
談
内
容

担

当

者

公
証
人
、

法
務
局
職
員

民
生
児
童
委
員
一
名
交
替

故
大
野
義
明
委
員
さ
ん
の
後
任
に
十
月
三
十
一
日
付
、
左
記
の
と
お

り
就
任
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
民
生
児
童
委
員

久

勇

白土司

昌

作
(
惣
田
谷
下
)

電

話

六

六

|

四

五

二

一

有

線

三

一

四

三

担
当
地
区
和
田
丸
、
惣
田
谷
下
、
惣
田
谷
上

ら
、
ぼ
く
も
や
る
ぞ
、
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
て
、
手
を
あ
げ
ま
し

た。
し
よ
う
ご
く
ん
の
い
い
所
は
、

ど
ん
ど
ん
ま
ね
し
て
、
ぼ
く
は
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
土
今
す
。

元
気
な
所
、
声
の
大
き
い
所
、

は
き
は
き
し
て
い
る
所
、
明
る
い

所
、
ち
ょ
っ
と
お
ち
ょ
う
し
の
所

な
ど
、
ぼ
く
は
、
ぜ
ん
ぷ
す
き
で

す
。
で
も
、
親
友
だ
か
ら
、
い
け
な

い
時
は
、
わ
た
が
い
に
ち
ゅ
う
意

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
の
大

す
き
な
し
よ
う
ご
く
ん
、
四
年
で

も
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
り
た
い
な
。

内ぺ
U



国

保だ
よ
り

国
保

Q 
& 

A 

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
税
は
、
国
の

補
助
金
な
ど
と
共
に
国
保

の
貴
重
な
財
源
と
な
り
、

医
療
費
や
そ
の
他
の
給
付

費
用
な
ど
に
あ
て
ら
れ
ま

す
。
で
は
、
保
険
税
を
特

別
の
理
由
も
な
く
長
い
間

滞
納
し
て
い
る
と
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

①
い
つ
か
払
え
ば
問
題
な
い

②
保
険
証
を
返
し
、
資
格
証
明
書

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

③
国
保
の
保
険
給
付
が
差
し
止
め

に
な
る

笈
口
え

?
(
答
は
文
末
)

国

保

を

さ

さ

え

る

保

険

税

国
保
に
加
入
す
る
と
、
保
険
税

を
支
払
う
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
納
め
て
い
た
だ
い

た
保
険
税
は
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
と
合
わ
せ
て
、
み
な
さ
ん
が

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
医
療

費
を
は
じ
め
、
子
供
が
生
ま
れ
た

り
、
家
族
の
だ
れ
か
が
亡
く
な
っ

た
り
し
た
と
き
の
給
付
に
あ
て
ら

れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
保
険
税
は
、
国
保
を

運
営
す
る
た
め
の
重
要
な
財
源
な

の
で
す
。

保

険

税

は

資

格

が

で

き

た

そ

の

月

か

ら

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と

き
は
転
入
し
た
そ
の
日
か
ら
、
ま

た
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め

た
と
き
は
そ
の
翌
日
か
ら
国
保
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
保
険
税
は
そ
の
月
か
ら

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
は
早
め
に
す
ま
せ
ま
し

ト
A

F

P

寸
ノ
。

途
中
加
入
、
脱
退
の

場
合

の

保

険

税

年
度
の
途
中
で
国
保
に
加
入
し

た
と
き
は
加
入
し
た
月
か
ら
月
割

で
計
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
途
中
で

国
保
を
や
め
た
と
き
は
、
や
め
た

月月
割の
り前
で月
計ま
算で
さの
れ保
ま険
す税
。の

分
カf

保

険

税

は

納

期

内

に

納

め

ま

し

ょ

う

「
つ
い
う
っ
か
り
」
と
い
う
こ
と

は
だ
れ
で
も
あ
る
も
の
で
す
。
で

も
、
保
険
税
は
み
な
さ
ん
の
医
療

費
の
大
切
な
財
源
で
す
。
故
意
に

滞
納
し
た
り
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
税
が
な
け
れ
ば
、
国
保
制

度
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。

保

険

税

を

納

め

な

い

で

い

る

と

保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
他
の

人
の
負
担
に
よ

っ
て
国
保
財
政
が

成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
く
と

や
が
て
保
険
制
度
が
つ
ぶ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
特
別
な
理
由
な
く

保
険
税
を
長
期
間
滞
納
し
て
い
る

場
合
に
は
、
保
険
証
の
返
還
や
給

付
の
差
し
止
め
な
ど
の
措
置
を
う

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
保
険

税
は
期
日
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

(
答
②

・
③
)

⑨⑧ 
~同
唖]函

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者

.
任
意
加
入
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。納

め
忘
れ
た
期
聞
が
あ
り
ま
す

と
、
老
後
生
活
の
主
柱
と
な
る
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
り
、
受
け
る
こ
と
が

で
き
て
も
少
額
の
年
金
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
予
期
せ
ぬ
ケ
ガ
や
病
気

で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
り
、
家

庭
の
大
黒
柱
を
亡
く
し
た
と
き
な

ど
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
る

期
限
か
ら
二
年
た
つ
と
、
あ
と
で

納
め
よ
う
と
し
て
も
納
め
る
事
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
毎
月

の
決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
保
険

料
を
納
め
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ト
小
ス
ノ
。

-14-

国
民
年
金
は
社
会
的
に
世
代
間

扶
養
を
行
う
制
度
で
あ
り
、
現
在
、

保
険
料
を
納
め
て
い
る
世
代
が
必

ず
年
金
を
受
け
る
世
代
に
な
る
の

で
す
。今

一
度
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
な
い
か
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
!

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
の
は
ど
う
も
納
得
で
き

な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持

検
察
審
査
会

ち
の
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
下

さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
松
山
地

方
裁
判
所
内

松
山
検
察
審
査
会
事
務
局

合
四

一

四

一
五
一
へ



. 
・吃

税
の

おはなし

あ
な
た
の
、
固
定
資
産
税

た
だ
し
い
評
価
と

む
り
な
い
負
担

固
定
資
産
税
と
は
|

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
毎

年
一
月
一
日
現
在
の
所
有
者
が
、

そ
の
資
産
の
所
有
す
る
市
町
村
に

納
め
る
税
で
す
。

土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、
三

年
ご
と
に
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
次
回
の
評
価
替
え
は
、
平

成
六
年
度
に
行
わ
れ
ま
す
。

(
土
地
関
係
)

評
価
の
均
衡
化
・
適
正
化

土
地
価
格
に
は
、
公
的
土
地
評

価
と
い
わ
れ
る
も
の
だ
け
で
も
①

地
価
公
示
価
格
②
相
続
税
評
価
額

③
固
定
資
産
税
評
価
額
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
相
互
の
均
衡
と

適
正
を
図
る
こ
と
が
土
地
基
本
法

に
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
か
ら
、

土
地
(
宅
地
)
の
評
価
に
つ
い
て
、

全
国
一
一
律
に
地
価
公
示
価
格
の
七

割
程
度
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た。ー
税
負
担
の
調
整
措
置

こ
の
評
価
替
え
は
、
基
本
的
に

評
価
の
均
衡
化
、
適
正
化
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
増
税
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
評
価
替
え
に
伴

う
納
税
者
の
税
負
担
の
増
加
を
極

力
抑
制
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

総
合
的
か
つ
適
正
な
調
整
措
置
が

講
じ
ら
れ
ま
す
。

山
住
宅
用
地
に
係
る
課
税
標
準
の

特
例
措
置
の
拡
充

住
宅
用
地

現

， 

T丁

改
正
後

一
般
住
宅
用
地

価
格
の
す

価
格
の
す

小
規
模
住
宅
用
地

(二

O
Oば
ま
で
)

価
格
の
士

価
格
の
す

間
評
価
の
上
昇
割
合
の
高
い
宅
地

に
係
る
暫
定
的
な
課
税
標
準
の

特
例
措
置
の
導
入

評
価
上
昇
の
割
合
の
高
い
宅
地

現

行

c:ic 

正

{長

特
例
措
置
な
し

評
価
の
上
昇
の
程
度
に

応
じ
て
価
格
の
94411τ

間
宅
地
に
つ
い
て
、
よ
り
な
だ
ら

か
な
税
負
担
と
な
る
よ
う
な
負

担
調
整
措
置
の
実
施

山

l
m聞
の
措
置
に
よ
り
、
平
成
六

年
度
か
ら
平
成
八
年
度
ま
で
の
各

年
度
分
の
固
定
資
産
税
は
、
次
の

算
式
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

(
家
屋
関
係
)

家
屋
の
評
価
を
見
直
し
、
税
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。

川
家
屋
の
耐
用
年
数
を
短
縮
し
ま

す。

凶
非
木
造
の
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
の

初
期
減
価
の
引
下
げ

(
0
・
九

を
0
・
八
)

|前年度の課税標準額×負担調整率×税率=当年度の税額

↑ 
1. 4~ 

区 分 評価の上昇割合 ※ 負担調整率

I 3.6倍以下のもの 1.05 

3.6倍を超え、 4.8倍以下のもの 1.075 

住宅用地 4.8倍を超え、 6.75倍以下のもの 1.10 

6.75倍を超え、 15 倍以下のもの 1.15 

15 倍を超えるもの 1. 20 
ト一一一時ー

2.4倍以下のもの 1.05 

2.4倍を超え、 3.2倍以下のもの 1.075 

非住宅用地
3.2倍を超え、 4.5倍以下のもの 1.10 

4.5倍を超え、 10 倍以下のもの 1.15 

10 倍を超え、 18 倍以下のもの 1. 20 

18 倍を超えるもの 1. 25 

※評価の上昇割合とは、平成 6年度評価額を原則として平成 3年度評

価額で除して得たものです。

間
在
来
家
屋
(
す
で
に
課
税
さ
れ

て
い
る
家
屋
)
の
3
%
減
価

(
負
担
は
急
に
増
え
ま
せ
ん
)

こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
、
今
回

の
評
価
替
え
に
よ
り
評
価
が

5
倍

に
上
が
る
住
宅
用
地
(
二

O
o
d

以
下
)
の
場
合

-
土
地
:
・
前
年
度
の
日
%
の
増
加

.
家
屋
・
:
平
成
五
年
度
に
比
べ
少

な
く
と
も
3
%
の
軽
減

と
な
り
、
税
負
担
の
増
加
を
極

力
抑
え
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す。
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

(
含
⑩
二
二
二
二
内
線
ぬ
⑪
)

ふるさとづくりに生かします

あなたの固定資産税

ただしい評価とむりない負担

15一



竹 O r ヘ O ( 茶 O 下 O 北 北 c;: 0 す入 加 川
之脱 g復 上 名 !日 番 J¥ J¥ 河新。者十

入内
鼻 音 岡堂義 三 沖号 幡 幡 音規 の月

退 回 帰 変 J¥ 変 田加 異中 者町

品 進上更 二高更 i 南 岡 入 動の 異有

3頁 近 よ岡 Oi頼 場方 本 田 は有 動線
賀 藤 り 休 西 音日 次線 の 放

)栄止 新秀 音日 泰 の放 お 送
三玉 ニ賢 三 治 五近 三ク三志ニー と送 知電
ーJ孟、ー ヨ同ヶしT 四 二 }¥ 七ロ七 四旗 お電

ら話ー』ー O 四ツ四 り話ノ、

五 四 七ケ八 九 で加 せの

. 
， 

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を

平
成
五
年
度

「

N
H
K
海
外
た
す
け
あ
い
」
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
の
郵
便
局
・
銀
行

・
農
協
・

N
H
K
各
放
送
局
、
日
赤
愛
媛
県

支
部
、
赤
十
{
圭
柄
院
、
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー

海
外
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
援

助
の
手
を
差
し
の
べ
る
「
N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い
」
が
、
今
年
も

日
本
赤
十
字
社

・
N
H
K
-
N
H

K
厚
生
文
化
事
業
団
の
主
催
に
よ

り
、
十
二
月
一
日
か
ら
二
十
五
日

間
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

nノ
キ
AF
1し
か
~
。

今
年
で
十

一
回
目
と
な

る
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
主
に
自
然
災
害
や
戦

争
・
紛
争
等
に
よ
る
国
際

救
援
事
業
及
び
発
展
途
上

国
を
対
象
と
し
た
開
発
協

力
事
業
の
充
実

・
発
展
に

役
立
て
る
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
義
援
金
の
受
付
窓
口

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

電話 66-4989
清掃センター有線 3130 

収集曜日 収 集 地 域 収集日又は収集変更日

東谷・西谷(井内を除く)
土谷 .1骨川・天神・鳥の子・横灘団地 12月23日(木)を12月24日幽に収集

井内

|火・金 北方 ・南方
変更なし占一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一ー.一一 一&晶晶晶 ‘晶・一一・一一 ____0__ 

火 奥松瀬川

i理 水・土 前松瀬川(鳥の子を除く) 変更なし
|町筋(天神を除く)

12月ごみ収集計画表
1 . =t5為3ごみ

2.ち九百きいごみ

東奇収・西奇集(井内地を除く域) 
ガフス・空ピン類 空き缶等金物類 粗大 ごみ

12月13日(月) 12月27日(月) 12月20日(月)
天神・鳥の子・横灘団地

トー 北方・南方・奥松瀬川 12月14日(火) 12月28日(火) 12月21日(火)

前松瀬川(鳥の子を除く)
12月8日(水) 12月22日(水) 12月22日(水)

町筋(天神を除く)

井内・土谷・滑川 12月9日(木) 12月24日(金) 12月22日(水)
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指定された場所ヘ出してくださいOく〉粗大ごみは、



着物ゆず、ってください12月健康センターだより
私たちは在県外国人です。日本の

踊りを習っています。どなたか、着

物を提供してくださる方を探してい

ます。古くても結構です。

どうぞよろしく!

1 n (ホ)I高血圧教室① (センタ ) 

「高血圧と運動」

2 臼 附 l三種混合予防接種 (センター)

8 日附 !高血圧教室② (センター)

講師による講演「からだのしくみと高血圧」

14日 (刈 |高血圧教室③ (センター)
着物(ウ ル、化繊でも結構です)、半袖帯、

だて襟、長儒祥、だて巻き、腰ひも類、舞扇
「高血圧と食事」

育児相談(受付 9:00~10 : 00) センター)

育児学級(受付13 ・ 00~14 ・ 00) センタ ー )

男のための料理教室 (センター)

リハビリ教室(体を動かすレクリェーション)

(センター)

(センター)

16 B (本)

18日cu
20日 (水)

I 21 日0'¥lIこころの健康相談

毎週月曜日川三用犬買い上げ

毎週水曜日 |健康相談・栄養相談

母子子帳交付・妊婦健康相談

機能回復訓練事業

提供していただいた着物は、 EPICカ

ルチャースクール(着物着付、日本舞踊、

お茶等)で使わせていただきます。

l外国人のためのカルチャースクール|

愛媛にいる外国の方たちに、日本の伝

統文化を通じて、日本人の心、日本の美

意識をもっと深く知ってもらうための講

座です。

着物を提供していただける 方は、役場

総務課企画係又は、下記までご連絡くだ

さし、。

財団法人愛媛県国際交流協会

松山市堀之内 8番地 ft43-6688

(センター)

(センター)

(センター)

(ガリラヤ荘)

トー
さ当番医

5 日 (日)I中川外科 ・内科 (南梅本町)

12日 (日)I宮内病院(北梅本町)

19日(日)I愛媛十全医療学院付属病院(南方)

23日 (木)I 藤石病院(志津川)

26日州国立療養所愛媛病院(横河原)

ft76一7811

ft75-0091 

ft66-5011 

ft64-1234 

ft64-2411 

(問い合わせ先) 健康センタ- ft66-2191 有線5833

日 西 道 上 日
I可

，烏 -dh  b 

f主

之 中 ~ ウ 音 の

土 キ?向 砂 上 田 子 堂
所

古 東 j度 室長 近 i度 宇

都宮
f呆

}I[ 島 昔日 |司 藤 昔日
護

幸 栄 盃 ，て仏と、正 平日
j章 者

5.L 由 雄 夫 雄 典 晃 llJl 

長 長 長 長
読売

男 男 男 女 女 男 男 女
中内

聖 大 ィ委 力日 秀 尚 克 来
名

也 典 車市
絵1刀又ミ

美 輝 栄 計1さ七
前

5 5 5 5 5 5 5 5 
生

10 10 10 10 10 10 9 9 
年
月

18 18 8 6 4 6 25 21 日

西 惣 井 刀℃ ガ 宮 と 上 西
住

田
之

谷
内 フ 古

ヤ
所

{則 下 中 里子 ヰ土 東 市 砂 組

(左 大 八 中 名 i酉 伊 j酉

藤井
氏

f白 里子 木 岡 越 井 倉

甚 義 孝 ;青 ノ、 武 ヤ 算 名
イ

明 之 子 ヤ 昇 雄 ゴ 孝

100 60 90 65 93 76 93 80 80 ま困ロ

5 5 5 5 5 5 5 5 5 死
亡

10 10 10 10 10 10 10 10 10 
年月

30 30 28 26 15 18 14 11 9 日

佐 大 ;¥ 中 名 j酉 {手 i酉
世

{自 里子 木 岡 越 井 j后k 藤 井
育t土T台

甚 義 孝 毎女 正 厚 豆 克
主

明 之 雄 夫 昇 手荒 行 雄

* 
誕お 戸

生 奈日
お

」め の
ざで
いと h世円h 

まう
dじA、

す

( 

十
月
付メコ立ζ 

分

敬
材、
略

* ー，、、

」
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

韓
~屯

η
J
 



111111111111111111111111111111111111111 ，. 
~ 

~ 
111111111111111111111111111111111111111 

円11

空内

品吟

む

敗
荷
や
阿
波
の
札
所
の
い
と
近
う

小

倉

静

波

月
の
出
や
馬
の
背
山
の
松
ま
ば
ら

高
須
賀
茅
花

一
杯
は
妻
も
つ
き
合
ふ
寝
酒
か
な

高
須
賀
清
江

フ
ロ
ッ
ク
コ
ト
小
柄
の
父
や
文

化

の

日

楠

治

子

氏
神
の
太
鼓
の
響
き
秋
祭
り

近

藤

千

春

庭
石
に
相
寄
る
松
や
十
三
夜

戒

能

芙

沙

花
石
蕗
や
沼
の
木
洩
れ
日
動
か
ざ

る

田

中

乃

武

八
十
路
来
て
習
ふ
俳
画
や
文
化
の

日

中

川

蛍

舟

滝
ま
で
の
上
り
十
町
冬
萄

高

瀬

照

幸

岩
が
つ
が
つ
飛
沫
に
ぬ
れ
て
落
葉

か
な

ー

熊
田
慶
一

合
掌
の
屋
根
の
寂
び
れ
や
冬
に
入

る

池

川

水

穂

懸
命
に
命
紅
ひ
冬
一
母

渡

部

那

美

撒
餅
を
待
つ
閏
秋
日
浸
り
け
り

菅

野

竜

子

山
道
や
木
の
実
車
に
石
車

大

西

律

子

一
樹
紅
葉
か
な

池

川

蝿

谷

山
腹
の
と
離
れ

日時一一一一日廿

コ
ス
モ
ス
を
刈
り
残
し
て
る
祭
り

道

近

藤

十

歩

読
書
三
昧
心
の
な
ご
む
夜
も
更
け

山
本
ひ
ろ
志

釣
り
自
慢
家
じ
ゃ
お
鍋
が
待
っ
て

い

る

平

岡

深

舟

コ
ス
モ
ス
ヘ
語
リ
か
け
て
る
秋
の

風

田

野

岡

田

州

子
に
言
わ
れ
心
な
い
母
ゴ
ミ
拾
う

今

井

清

水

水
炊
き
の
鍋
あ
れ
こ
れ
と
迷
う
箸

佐
々
木
胡
舟

高
原
の
コ
ス
モ
ス
人
を
招
き
入
れ

渡
部
佐
久
良

心
持
ち
サ
イ
ズ
大
き
目
孫
の
服

篠
森
美
登
里

コ
ス
モ
ス
が
何
時
か
来
た
道
塞
い

で

る

田

中

若

峯

絵
心
が
あ
る
か
ら
止
め
ぬ
老
い
の

趣

味

高

橋

五

陽

高
原
の
コ
ス
モ
ス
過
疎
を
背
負
わ

さ

れ

高

岡

艶

女

満
月
に
心
の
内
を
見
す
か
さ
れ

山

本

紫

芳

心
か
ら
つ
く
す
ナ
|
ス
の
良
い
笑

顔

高

瀬

喜

撰

亭

忘
年
会
句
会
ご
案
内

十
二
月
四
日
(
土
)
午
後
七
時
よ
り

町
東
部
公
民
館

〈
題
〉
①
熱
い
②
道
③
風
呂

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

士主
9
0

部
屋
に
カ
ー
テ
ン
を

け
る
と
雰
函
気
も
愛

丸一
わ
る
し
¥
保
温
羽
黒
も

九一
よ
が
り
ま
す
。
し
か
し
¥

r

↑
上
手
に
使
わ
な
い
と
¥

下
一
一
効
果
は
半
減
で
す
。

亙
風
の
強
い
日
に
窓
を

手
ド
1
4

開
け
た
ま
ま
で
す
と
¥

カ
ー
テ
ン
は
風
巳
あ
お
ら
れ

て
保
温
矧
果
は
な
く
な
る
う

え
に
¥
パ
タ
パ
タ
と
は
た
め

い
て
¥
室
内
の
物
を
壊
す
こ
咽
温

と
に
も
な
り
ま
す
。
す
そ
C
¥

保

一ア
|
ブ
ル
ク
ロ
ス
用
の
重
し
前

歪

一1
三
個
つ
け
て
お
け
ば
¥

制

力
テ
ン
は
舞
い
土
ガ
り
ま
で

せ
ん
。
ぎ
た
¥
窓
枠
ガ
サ
ッ

P
M

シ
な
ら
¥
重
し
に
髄
石

を

使

)

う
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
す
力

そ
に
磁
石
を
数
個
縫
い
つ
け

て
お
き
ま
す
。
磁
石
ガ
サ
ッ

シ
に
く
っ
つ
い
て
、
風
に
あ

お
ら
れ
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

保
温
効
果
ガ
ら
み
る
と
¥
力
テ

ン
と
力
テ
ン
の
す
き
間
は
な
い
ほ

う
ガ
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
も
硝

石
ガ

一役
買
い
ま
す
。
力
テ
ン
の

合
わ
さ
る
部
分
に
磁
石
を
縫
い
込
め

ば
¥
磁
石
同
士
ガ
く
っ
つ
い
て
す
き

間
を
つ
く
り
ま
せ
ん
。

磁
石
の
代
わ
り
に
な
る
の
は
、
フ

ァ
ス
ナ
ー
で
す
。
力
一
ア
ン
の
合
わ

せ
目
に
面
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
い
く
つ
か

縫
い
つ
け
て
お
く
の
で
す
。
力

一ア

ン
を
合
わ
せ
だ
と
き
に
フ
戸
ス
ナ

を
閉
め
る
と
¥
す
き
間
、
ガ
な
く
な
り

ま
す
。
力
テ
ン
は
¥
合
わ
さ
る
だ

け
で
部
崖
の
空
気
ガ
す
き
間
か
ら
逃

げ
る
の
を
防
ぐ
の
で
¥
冬
一
は
暖
房
効

果
を
¥
要
は
冷
房
効
果
を
聞
け
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
を
使
う
と
¥
窓

と
の
間
に
す
き
間
ガ
で
き
ま

す
。
叉
と
で
あ
れ
ば
¥
こ
こ
に

夫
冷
た
い
空
気
ガ
閉
じ
込
め
ら

T
』
れ
て
い
ま
す
。
暖
房
を
い
れ

一
る
と
¥
天
井
の
ほ
う
に
土
ガ

R

ご

っ
疋
握
力
い
空
気
は
こ
の
す

rJ
き
聞
に
入
っ
て
冷
だ
い
空
気

mm
を
部
屋
に
押
し
出
し
¥
暖
房

副
岨
効
果
を
悪
く
し
ま
す
。
こ
円

」
、
を
¥
寸
コ
ル
ド
・
ド
ラ
フ
ト

lν
現
象
し
と
い
い
ぎ
す
。
こ
れ

重
を
防
ぐ
に
は
荷
や
板
な
ど
で
¥

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ん
を
隠
す
力

l
テ
ン
ポ
ッ
7
ス
ガ
効
果
的

で
す
。
つ
ま
り
、
力
テ
ン
レ
ー
ん

と
窓
の
す
き
間
を
埋
め
て
¥
保
温
効

果
を
高
め
る
の
で
す
。
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